
学会事務局を担当して

第５・６期（２０１２ー２０１８）事務局長

中山伸一



• 会員からの会費によって種々の事業を実施

学会の目的

• 情報メディア学会は、アナログ情報メディアからデジタル情報
メディア、文字情報メディアからマルチメディアまで、共存す
る多種多様な情報メディアについて、個別学問領域からの専門
的研究を進めるとともに、これまでの図書館情報学や情報学等
の枠組みを超えて、学際的な研究活動を行う場をあらたに設け
ようとするものであります。（学会ＨＰより）



年度決算額の推移(1)
３会員数、決算額推移

小野寺先生の発表より
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事業計画

１ 研究大会の開催

２ 研究会の開催

３ 学会誌の刊行

４ 『情報メディア研究』論文賞の選考

５ 普及広報活動

６ 研究発表支援の実施



研究大会の開催

• 実施委員会の費用
• 交通費

• 依頼講演者へ
• 謝金、交通費

• 印刷費

• 会場費

• 当日の運営
• 受付等アルバイト

• 参加費

• 展示等収入

>支出 収入



研究会の開催

• 実施委員会の費用
• 交通費

• 印刷費

• 会場費

• 当日の運営
• 受付等アルバイト

• 参加費

≒支出 収入



学会誌の刊行

• 編集委員会の費用

• 査読者
• 査読謝金（学会会員以外）

• 冊子体
• 印刷料

• 送付料（含袋詰め）

• 電子体
• 掲載料

• 掲載料

• 冊子体の販売

>>支出 収入



論文賞の選考
• 選考委員会の費用

• 賞
• 賞状

• 副賞

• なし

研究発表支援
• 対応委員会の費用

• 支援金

• なし

>>>

>>>

支出 収入

支出 収入



普及広報活動

• 広報委員会の費用

• ニュースレター
• 印刷費

• 送付料（含袋詰め）

• メーリングリスト

>>>支出 収入

• なし



学会の運営

• 役員会の費用（年2回）
• 食費
• 交通費

• 資料印刷費

• 総会の費用（年1回）

• なし

>>>支出 収入



学会費を支払う意味

• 学会費によって、会員が研究に関する情報得たり、研究を発表
する場を提供（研究大会・研究会、論文誌、ニュースレター、
学会HP、メーリングリスト）

• 研究を発表する場の利用（研究大会・研究会発表、論文投稿）

• 受益者負担／会員の負担（学会員の学会への寄与）



会員への還元

• 投稿料無料／学会誌無料配布

• 研究発表支援

• 地方での研究会開催

• 研究大会における懇親会（会費と
懇親会費が同会計）の分離

• 交通費の実費支払い 0
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会員数の推移(1)
３会員数、決算額推移
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会員の、会員による、会員のための学会

• 会員が何を求めているか
• 情報の収集、成果の発表 ⇦ 研究領域活性化

• 研究の支援、研究領域の盛り上げ ⇦ 研究領域活性化への賛同

• 研究領域の活性化
• 学会運営への若い研究者の呼び込みと育成

• 研究領域の魅力の発信（社会的有用性、研究者として生き残り）


